
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【輝く笑顔の夏まつり】 

校長 渡部 早苗 

「いらっしゃいませ！」という元気なかけ声とおもてなしの気持ちにあふれた笑顔が、教室に広がり「しん

じゅくなつまつり」が開催されました。６月１９日（金）小学部４・５年生の学習の様子です。教室にはポップ

コーンの香ばしい匂いや、かき氷、わたあめの模擬店が並び、縁日のような賑やかさでした。今回は、西新

宿四丁目町会の方々をお招きしたところ、副会長や婦人会の皆さんで１０名以上も来校してくださいまし

た。はじめは緊張していた子供たちですが、徐々に気分も盛り上がり、お客さまを会場までご案内したり、

丁寧に品物やおつりを手渡したり、ハイタッチする姿もあり、とても楽しそうに活動するようになっていま

した。私もお招きにあずかり、「今日は暑いから、かき氷を山盛りで！」というオーダーをしたところ、快く

対応してくれました。出店の後は、全員で「ひまわり音頭」を踊りました。世代を超えた温かい絆が生まれた

瞬間を感じました。ご協力くださいました西新宿四丁目町会の皆様には心より感謝申し上げます。 

子供たちの振り返りでは、「たくさん来てくれてうれしかった」 

「友だちが上手にお客さんに（品物を）渡していた」「緊張したけ 

ど、友だちと一緒に頑張って楽しかった」という声がありました。 

仲間と力を合わせてやり遂げた今回の体験は、おもてなしを 

通じて、子供たちの成長の様子が頼もしく感じられた大切な 

一日となりました。 

 

【 夏休みを迎えて 】 

副校長 金田 実 

 明日から夏休みです。新宿区は今年度から８月いっぱいが夏季休業期間となり、長い夏休みが始まりま

す。みなさん何かご予定はありますか？ 

 日本の学校の夏休みは、明治時代に欧米の学校制度を参考にして、高温多湿の日本の暑さ対策と、農業

中心社会において農繁期の子どもを家事や農作業に従事させる社会的要請から導入され、明治１４年の

小学校教則綱領などを通じて制度化された長期休暇です。 

 もちろん現在では、家事や農業に子供を従事させるようなことは無くなりましたが、亜熱帯化の影響で、

昔に比べて気温が上昇しており、夏の暑さ対策としての役割が重要になっています。また近年では、休養

だけでなく、家庭や地域での体験的、自主的な活動を行うことで、子供たちが多面的に成長できる機会と

されています。 

 ぜひ、この夏は体験的な活動を、御家庭で行ってみてはいかがでしょうか。地域のお祭りに参加したり、

旅行でなくても近隣の文化施設を訪ねてみたりして、様々な経験を積むことが、児童・生徒の成長に繋が

っていきます。 

 暑い夏になりそうですが、熱中症等に気を付けて有意義にお過ごしください。 

８ ４ 

新宿区立新宿養護学校 

ひまわり 
令和８年度７月号 

↑カラー版はこちら 



 

「１００本のスプーン」 

  

 高学年こすもすグループは、６月５日（金）、二子玉川ライズの中にあるレストラン「100 本のスプーン」に

行きました。行きのバスでは、いつもとは違う周りの景色を見て笑うなど、期待している様子の子供たち

でした。二子玉川ライズ到着後は、蔦屋家電内の緑に囲まれた心地よいスペースを背景にして集合写真を

撮ったり、たくさんの本やお店の雰囲気を感じたりしながらお店に向かいました。100 本のスプーンで

は、エプロンを着けたりメニューを見たりしながら、一人ひとりとてもいい表情で料理の到着を楽しみに

待っていました。いつもとは違う環境、メニュー、食具等でも、全員完食することができました。 

校外学習として、友達と一緒にレストランの中で食事をする経験は 

初めてのことでしたが、終始子供たちには笑顔が見られ、楽しく充実 

した校外学習を過ごすことができました。 

 

 

「鶴巻小交流」   

 

７月８日、本校体育館にて、小学部４・５年生と新宿区立鶴巻小学校６年生との学校間交流を行いまし

た。交流会では、本校児童による自己紹介やボッチャなどの活動を通して、互いに交流を深めることがで

きました。初めは両校の児童とも少し緊張した様子でしたが、自己紹介が始まると次第に笑顔が増え、す

ぐに打ち解けていきました。ボッチャでは、投球を終えた児童が次の児童へハイタッチをしたり、互いに言

葉を掛け合って応援したりする姿が見られました。また、活動を通して自然に名前で呼び合う場面もあり、

友達とのつながりが広がっていく様子が感じられました。会の最後には、全員で輪になり、「にじ」を手話

を交えながら歌いました。鶴巻小学校の児童が、本校児童の動きを見ながら一緒に手話をする姿がとても

印象的で、温かい雰囲気の中で交流会を終えることができました。 

次回は、12月 15日に鶴巻小学校を会場として２回目の交流会を予定して 

います。今後も両校児童の交流をさらに深められるよう、学校間の連携を 

大切にして取り組んでまいります。 

「西新宿小交流」   

 

 「今日は一緒に遊んでくれて、ありがとう。」「ハイタッチが上手でしたね。」「クイズ、分かってくれてあり

がとう。」「またいっぱい遊びたいね。」６月26日に、本校小学部児童と西新宿小学校４年生と学校間交流

を行いました。いただいたメッセージを読んでいると、楽しそうに活動していた子供たちの笑顔が思い出

されます。 

交流当日、西新宿小学校の子供たちを温かい拍手でお出迎え。まずは自己紹介をしました。「伝えたい」

「分かりたい」という気持ちが伝わり、一気に子供たちの距離が縮まるの感じました。ばくだんゲームで

は、相手が受け取りやすい位置を考えながら、ボールを隣の友達に渡していき 

ました。表情は真剣そのもの。じゃんけん列車も大いに盛り上がりました。最後は 

「手のひらをたいように」を、手話を交えて歌いました。体育館に元気のよい声が 

響き、心が通い合うすてきな時間となったことを嬉しく思います。 


